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日韓高校生交流プログラム（オンライン）の記録 

 

１．オンライン交流概要 

【目的】日韓双方で選抜された高校生が両国を理解するための講義聴講及び交流・意見交換等を通

し、両国の協力・友好関係について理解を深め、広く対外発信することにより、両国の協力関係の

重要性を広めることを主目的とする。 

 

【参加者】日韓両国の高校生７８名 

 

【日程】 

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加者の人数

実績） 

１回目 

10 月 30 日 

 

【オリエンテーション】 

【テーマ関連講義・質疑応答】 

「日韓：似ているからこそ、大きく異なる存在」 

講師：東京都立日比谷高等学校講師 武井一 氏  

①聴講 ②質疑応答 

【交流・意見交換】 

①グループ別に各自それぞれの国の魅力を紹介 

②紹介された内容について意見交換 

 

 

講義では、日韓間で生じている誤

解を解いていくための方法や、両

国の若者が未来に向けてどのよ

うに貢献できるか等の質問があ

った。 

グループ別交流では、両国の学生

が自己紹介を相手国の言語で行

い、各自様々な視点から自国の魅

力を紹介したことで、相手国への

関心が高まった。（参加者：７８

名） 

２回目 

11 月 6 日 

宮城県、東

京都、静岡

県、宮崎県 

【テーマ関連講義・質疑応答】 

「朝鮮半島の平和と地雷被害者について」 

講師：長安大学校理事長 ジョ・ジェグク 氏 

①聴講 ②質疑応答 

【視察・意見交換】 

①学校生活などを各自制作の動画で紹介 

②紹介された内容について意見交換 

 

講義では、DMZ（非武装地帯）や

今現在も埋まっている不発弾に

ついての質問が上がった。 

グループ別交流では、英語や日韓

両言語を駆使しながら、学校生活

という身近な共通点をテーマに

意見交換を行い相互理解を深め

た。（参加者：７８名） 

３回目 

11 月 13 日 

【交流・意見交換】 

①「日韓間の学生共同宣言または未来に向けた約

束」について意見交換 

②発表準備 

【成果報告会】 

総括として、本プログラムで得た

参加者同士のつながりを今後ど

のように継続させていくのかを

テーマとした意見交換を行い、両

国の協力関係の重要性及び継続
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した交流の必要性を参加者全員

で確認した。（参加者：７８名） 

 

３．記録写真 

  

2021 年 10 月 30 日【テーマ関連講義・質疑応答】

「日韓：似ているからこそ、大きく異なる存在」 

2021 年 10 月 30 日【交流・意見交換】グループ

別交流（自国の魅力紹介） 

  

2021 年 10 月 30 日【交流・意見交換】グループ

別交流（自国の魅力紹介） 

2021 年 11 月 6 日【テーマ関連講義・質疑応答】 

「朝鮮半島の平和と地雷被害者について」 

  

2021 年 11 月 6 日【視察・意見交換】オンライン

視察・意見交換 

2021 年 11 月 13 日【交流・意見交換】「日韓間の

学生共同宣言または未来に向けた約束」 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 学生 

講義を通じて韓国と日本の文化と歴史などをより深く知ることができ、私も知らなかった韓国の

歴史、そして他では見られないような日本の文化と歴史を知ることができてよかった。本当に有意

義で良い時間だった。 

 

◆ 韓国 学生 

一見すると日本は韓国と似ていると思うが、深く知ると本当に異なる風景や文化があり、それを

学べたことが興味深かった。日本の友達と交流し、旅行を通じては知ることができない日本の日常、

同年代の学生がよく使う言葉などを学ぶことができ、とても有意義な時間だった。 

 

◆ 日本 学生 

参加する前は、日本に対してあまりいい印象を持っていない人が多いのではないかと少し心配し

ていたが、交流を通して両国の理解を深めていく中で、日本を好きでいてくれる人がこんなにもい

るのだと知り、嬉しくなった。私もより韓国のことが好きになり、人の繋がりの暖かさを感じた。コ

ロナが終息し、いつか韓国に行ける日が来て、再開の約束を果たせる日が来るのを楽しみにしてい

る。 

 

◆ 日本 学生 

このプログラムに参加して、日韓の関係を良好にするためには実際に交流することが大事だと思

った。もちろん SNS などで交流することも良いが、実際に会うことや、声で交流することが更に良

いと思った。何より、お互いの言語・文化・生活を理解しようとする意識とその努力が大事だと感

じた。お互いを尊重しあうことで、誤解を解き、関係をより良好にできると考える。本当にこの交

流会に参加してよかったと思う。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 韓国側主催機関関係者（韓国国立国際教育院） 

オンライン交流ならではの深い交流効果について共に認識できたと思う。オフラインでの交流が

再開した際も、事前活動や事前教育の一環として、オンラインプログラムを実施した上でオフライ

ンにつなげた方がより意味があり、効果的な交流になると思う。お互い実現できるよう、引き続き

検討していきたい。 

 

◆ 韓国側実施機関関係者（長安大学校） 

 今回の交流はコロナ禍のためオンラインで行われ、学生たちの初対面が画面越しであるというと

ころに気を使った。しかしファシリテーターの巧みなリードにより、学生たちは集中して課題に取

り組むことができたようだ。アンケート結果からもわかるように、お互いを知り理解していく出会

いはこれからも継続されなければならない。 
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６．参加者の対外発信、報道記事等 

  

2021 年 10 月 30 日（Instagram） 

初めての高校生オンライン交流。韓国と日本で

どんなところに差があるのか、詳細を知ること

ができてよかった。またグループ交流でそれぞ

れの発表を聞き、互いを知る時間を通し交流し

ている姿が印象的だった。 

2021 年 11 月 13 日（Instagram） 

（中略）講義を拝聴する中で歴史について知ら

なかったことを実感し、これからは両国の文化

を理解・尊重するだけではなく、歴史について

も学ばなければならないと感じた。 

プログラムに参加したことで不十分と感じた部

分があったため、そこを埋める努力をしながら、

これからも日本の友達たちとの交流を続けてい

くことを約束する。 

 

 

2021 年 11 月 13 日（Instagram） 

（中略）残念ながらオンライン交流はこれで終

わってしまうが、個別に交流できる時間はたく

さんある。最後の交流だったため、他のグルー

プの子たちとも連絡先を交換することが出来て

嬉しかった。これからも日韓交流により積極的

に取り組んでいこう！ 

2021 年 11 月 13 日（Instagram） 

（中略）日韓関係は良くないと言われることが

あるが、このプログラムに参加している学生た

ちは、お互いの文化を学び尊重し合うことがも

うすでにできていると思う。私たちの交流がひ

とつのきっかけとなり、日韓両国で偏見のない

関係が作られていったらと思う。 
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2021 年 11 月 13 日（Instagram） 

今回は最後の交流ということで、グループのみ

んなで日韓間の学生共同宣言を考え、全体で発

表をした。 

１．SNS で共通のハッシュタグを作り交流する 

２．プログラムが終了しても連絡を取り合う 

３．お互いの国の言語を学ぶ 

４．インターネットやメディアで誤った情報や

印象の悪い内容を自分たちで正し発信していく 

これらを私たちのグループの宣言とし、これか

らも積極的に交流をしていきたい。 

2021 年 11 月 25 日（統一日報） 

「韓日交流のさらなる拡大へ」 

プログラム実施概要や「今回の出会いをこの交

流だけで終わらせるのではなく、ＳＮＳを活用

して相手に対する知識をさらに深めていきた

い。その中で、間違いは間違い、正しいことは正

しいと、はっきりと言い合える関係になり、相

手の全てを受け止め向き合っていく姿勢を大切

にしたい。」などという参加者の声が紹介され

た。 

 

７．オンラインプログラムの成果発表 

 

 

本プログラムでは、最終日に「日韓間の学生共同宣言」または「未来に向けた約束」をテーマに

意見交換を行い、グループ毎に発表する機会を持った。発表された主な内容は以下のとおり。 

・お互いに偏見や誤解・固定観念をなくし尊重し合い、日韓の友情を SNS で発信していきたい。 

・お互いに相手国の言葉を学び友人を紹介し合い、この友情を周りに波及させていきたい。 

・世の中の間違った発信を正すなど、若い私たちが積極的に行動し、日韓の懸け橋になっていく。 

・成長して将来影響力のある人物になり、未来の日韓関係を良くしていきたい。 

・私たちが日韓関係の方向性を示し、深い関係を築いていきたい。 
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・お互い良い点を肯定的に受け止め、SNS で発信することで関係改善を模索していきたい。 

 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


